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（ 投 稿 資 格 ）  

  

第 1 条 投 稿 は 、 日 本 口 腔 検 査 学 会 会 員 に 限 ら ず 、 広 く 募 集 す る 。  

  

  

  

（ 原 稿 内 容 ）  

  

第 2 条  原  稿  の  内  容  は  、 口  腔  に  関  す  る  検  査  、 口  腔  疾  患  に  関  わ  る  全  身的 な 臨 

床 検 査 、 口 腔 症 状 を 有 す る 全 身 疾 患 な ら び に 検 査 に 関 す る広 い 分 野 の も の で 、 

未 発 表 の も の に 限 る 。  

  

２ 原 稿  は  、   日  本  語  あ  る  い  は  英  語  と  し  、   総  説  、   原  著  、 臨  床  研  究  、   症例 報 告 、 調 査 ・ 

統 計 論 文 、 そ の 他 の いず れ か と す る 。  

  

  

  

（ 倫 理 規 程 ）  

  

第  3 条    ヒトを対象とする臨床研究，疫学研究に関しては「人を対象とする生命科学・医学系研

究に関する倫理指針（令和3年 文部科学省・厚生労働省告示第３号，令和3 年 3月 23日施行）に

従ったものでなければならない。被験者および患者からインフォームドコンセントを得ているこ

と，および所属施設に倫理委員会が設置されている場合は、当該委員会の承認を得ていること

（承認年月日，承認番号を含む）等を論文中に明記しなければならない。 

  

2 患者を対象とした研究を公表する場合には，全て「個人情報の保護に関する法律（平成 15 年 5 

月 30 日法律 第 57 号）」に従って，別に定めた個人情報保護に関する指針（附表 1）を遵守しなけ

ればならない。 

 

3. ヒトゲノムあるいは遺伝子解析に関する研究の発表を行う場合には，「ヒトゲノム・遺伝子解

析研究に関する倫理指針」（文部科学省・原生労働省・経済産業省告示第１号，平成 16 年 12 月 28 

日全部改正）」に従ったものであること。また発表に際しては，試料提供者の尊厳および人権に十

分配慮するとともに，社会に対する影響を考慮した上で論述すること。 

  

4. ヒト幹細胞を用いた臨床研究を公表する場合には，「ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する指

針（厚生労働省，平成 18 年 7 月 3 日告示，平成 22 年 11 月 1 日全部改正）」に従って，適正に実施

されたものでなければならない。 

 

5. 国内未承認薬の使用あるいは未承認治療法や歯科適応のない薬剤・機器（以下，国内未承認薬



等）の使用を含む研究論文は原則として発表できない。 

 

6. 動物実験を含む研究発表を行う場合には，「動物の愛護及び管理に関する法律の一部を改正す

る法律（平成 17 年法律第 68 号，平成 17 年 6 月）」を遵守した上で，各研究機関が定めるガイドラ

インに従って適正に実施したものでなければならない。本文中に所属施設の動物実験委員会等の承

認を得ていること（承認年月 日，承認番号を含む）を明記しなければならない。  

7. ここに述べた関連倫理指針については，監督省庁のホームページ等を参照の上，最新のものを

確認すること。また、ここに明記された以外の研究であっても，該当する医学研究指針がある場合

にはそれに従ったものでなければならない。 

 

附表1 

1) 患者個人の特定が可能な氏名，診療録や入院番号，イニシャル，呼び名等は記載しない。 

  

2) 患者の住所は記載しない。 

  

3) 日付は個人が特定できないと判断される場合のみでも年月までの記載にとどめる。 

  

4) 他の情報と診療科名等を照合することで患者が特定される場合は，これらの情報を記載しない。  

 

5) すでに他院などで診断・治療などを受けている場合，その施設名ならびに所在地を記載しない。

ただし， 救急医療などで搬送元の情報が不可欠の場合はこの限りではない。 

  

6) 顔写真を提示する際には目などの個人の特定に繋がる部位を隠す。  

 

7) 症例を特定できる生検や画像情報等に含まれる番号などは削除する。 

  

8) 以上の配慮をしても個人が特定化される可能性のある場合は，発表に関する同意を患者自身 

（または遺族か代理人，小児では保護者）から得る。 

 

 

 

（ 学 会 誌 の 発 行 予 定 ・ 論 文 締 切 り ）  

  

第  4 条     学  会 誌 は 1 月 に 発  行  す る こ と  と し （  原 稿 締  め  切  り は 前  年 １０       月  2 0 

日  ） 、  必  要  に  応  じ  て  増  刊  す  る  。   

  

  

  

（ 原 稿 受 付 ）  

  

第 5 条 原 稿  受  付  日  は  、  原  稿  が  編  集  委  員  会  （  事  務  局  ） へ  到  着  し  た  日と し 、 

同 委 員 会 に 到 着 し た 日 付 を も って 原 稿 を 受 付 け し た 旨 を 投稿 担 当 者 へ 通 達 す 

る 。  



  

 （ 原 稿 の 採 否 ）  

  

第 6 条 原 稿 の 採 否 は 複 数 の 編 集 委 員 も し く は 査 読  

  

委 員 に よ る 審 査 を も と に 検 討 し 、 編 集 委 員 会 で 決 定 す る 。 た だ し内 容 、 字 句 な  

ど の 修 正 を 求 め る  こ と もあ り 、投 稿 規 程 に 従 わ な い 原稿 は 受 理 し  な い 。な お 、論 

文 の 受 理 が 決 定 し た 後 に 、 論 文 を 受 理 した 旨 を 投稿 担 当 者 へ 通 達 す る 。  

  

  

  

（ 原 稿 の 書 き 方 ）  

  

第  7 条    原  稿  は  、  A 4 判  用  紙  に  2 4 字  × 2 8 行  と  し  、  1 2 ポ  イン  ト  、  明  朝体 あ る  

い  は  T i m e s N e w R o m a n  、  口  語  体  、 横  書  き  、  新  か  な  づ  か い  とし 、 外 国 人 名 

お よ び 地 名 はな る べ く 原 語 を 用 い 、 必 ず タ イ プ と する  。  句  読  点  に は 「 。  」  と 

「  、   」  を  用  い  、   い  ず  れ  も  全  角  と  す  る （  図 表も  同  じ  ） 。  本  文  を  電  子  デ  ー  タ  と  し  

て  、  e - m a i l の  添付  フ  ァ  イ  ル  で  送る  こ  と  と  す   る 。 そ の 際 、  文  章  デ  ー  タは  M 

S W o r d 、  図  表  は  T I F F フ  ァイ ル に て 作 成 す る 。  

  

2 学  術  用  語  は  、「  医  学  用  語  」  ま  た  は  「  医  学  用  語  辞  典  」（ 日  本  医  学  会編  ） 

を 用 い る 。 歯 学 用 語 は 、 文 部 科 学省 「 学 術 用 語 集 ・ 歯 学 編 」  

（ 日 本 歯 科 医 学 会 編 ） を 用 い る 。  

  

3 文 中 の 外 国 語 は 下 記 の と お り と す る 。  

  

（1） 人 名 通 常 姓 の み を 頭 文 字 を 大 文 字 、 以 下 を 小文 字 と す る 。  

  

（2） 製  品  名  、 製 造 者 名 原 語  で 記 す 必 要 が あ れ ば 、頭 文 字 を 大 文 字 、以 下 を 

小 文 字 と す る 。  

  

（3） 普  通  名  詞  す  べ  て  小  文  字  で  記  す  。   

  

（4） 名  詞  以  外  の  語  原  語  で  記   す 必 要 が あ れ ば  、  す  べて 小 文  字  で 記  す  。  

  

4 文 中 の  数  字  の  取  扱  い  に  つ  い  て  、  ア  ラ  ビ  ア  数  字 （  算  用  数  字  ）  は  すべ て 半 角 

と す る 。  

  

5   文  中  の 項 目  を  細  分  す  る 場 合  は  、 1 .   2 .   3 . … …  、 1 )  ・ 2 )   ・  3 ) ......................... 、  

( 1 )  ・  ( 2 )  ・  ( 3 ) … …  、 a ・  b ・  c … … 、  a )  ・  b )  ・  c ) .......................... 、  ( a )  ・  ( b ) ・  

( c ) .......... の  順  に  よ  る  も  の  とす  る  。   

  

6 単 位 、 記 号 は 一 般 に S I 単 位 を 使 用 す る 。  

  

7 略 号 を 用 い る 場 合 は 、 初 出 時 に 正 式 名 称 と 略 号 を 併 記 す る 。  

  

  

  

 



 

（ 論 文 の 記 述 形 式 ）  

  

第 8 条 各 論 文 の 形 式 は 以 下 基 準 と す る 。  

  

1 総 説  

  

編 集 委 員 が 依 頼 す る こ と を 条 件 に 、 著 者 自 身 の 研 究を 中 心 と し て 、そ の 分 野 全 

般 に わ た る 最 近 の 進 歩 と 背 景 を 広 い 視 野 か ら 総 合 的に 解 説 し た も の 。  

  

2 原 著  

  

研  究  の  新  規  性  （ 独  自  性  ） が 高  く 、 客 観 的 な 結 論 が 得ら れ る も の 。なお 、論 

文 構 成 は 、表 題 、抄 録 、緒 言 、材 料 お よ び 方 法 、 結 果 、 考 察 、結 論 、 文 献 と す 

る 。  

  

3 臨 床 研 究  

  

臨 床 に お け る 独 自 性 の 高 い 研 究 で 、 客 観 的 な 結 論 が 得 ら れ る もの 。 な お 、 論 文 

構 成 は 、 表 題 、 抄 録 、 緒言 、 材 料 お よ び 方 法 、 結果 、 考 察 、 結 論 、 文 献 と す る 。  

  

4 症 例 報 告  

  

臨 床 的 あ る い は 臨 床 検 査 学 的 に 珍 し い 症 例 や 予 期し な い 展 開 を 見せ た 症 例 に つ 

い て の 報 告 。      な お  、      論文 構 成 は 、       表 題 、      抄 録 、       緒 言 、症  例 の  概  要 、  考  察 、結  論  、  

文  献  と  す  る  。   

  

5 調 査 ・ 統 計  

  

新 し い 装 置 ・ 技 術 の 開 発 や 使 用 経 験 な ど に 関 す る もの 。 ま た は 、調 査 結 果 な ど 

を 整 理 し た 内 容 で 、 独 自性 が 強 い も の 。 な お 、 論 文構 成 は 、 表 題 、 抄  録 、 緒 言 、 

調 査 ・ 統 計 の 概 要 、 結 果 、 考 察 、 結論 、 文 献 と す る 。  

  

6 原  著  論  文  お  よ  び  臨  床  研  究  は  1 0 , 0 0 0 字  以  内  、  図  表  1 0 枚  以  内  と  する 。  ま  

た 、  症 例 報  告 お よ び 調 査 ・  統 計 論 文 は  8 , 0 0 0 字 以 内 、  図 表 8              枚 以 内 と す る 。  

  

7 論 文 の 表 題 は 簡 潔 に 内 容 を 表 し た も の で 、 2 0 字  をこ  え  る  場  合  は  、そ れ 以 

内 の ラ ン ニ ン グ タ イ ト ル を つけ る 。 副 表 題 は 内 容 を 表 し たも の を 記 載 す る 。  

  

8 著 者 の 人 数 は 、 原 則 と し て 定 め な い が 、 1 0 名 を 上限 と す る こ とが 望 ま し い 。  

  

9 原 稿 は 、 以 下 の 順 に ま と め る 。  

  

( 1 ) 表 題 ペ ー ジ ： 論 文 種 別 ( 総 説 、 原 著 、 臨 床  研 究 、症 例 報 告 、  調査 ・ 統 計 論 

文 ) 、 表 題 、 著 者 名 、 所 属 機 関 、 所 属 機 関 住 所 （ そ れ ぞ れ に 英 訳 を つ け る 。 所 

属 機 関 が 異 な る 場 合 に は 著 者 名 お よ び 所 属機 関 名 の  右 肩 に  数  字  に て 明  記  す  

る  ）、 連  絡  先 （ 担 当  者  氏  名 、 住  所  、  電話  番  号  、  f a x 番  号  、  e - m a i l ア  ド  レ  ス  ） 

  



  

（2） 抄  録  は  A  ４  判  用  紙  に  ダ  ブ  ル  ス  ペ  ー  ス  で  、 4 0 0 字  以 内  と  し  、 目的 、 方 

法 、 結 果 、 結 論 に 分 け 、 明 確 な もの と す る 。 ま た 、 英 文    

K e y w o r d s （ 3 ～ 5 w o r d s ） を 付け る 。  

  

（3）本 文 原 稿  

  

（4）文 献  

  

（5）表 お よ び 表 の 説 明 文  

  

（6） 図 の 説 明 文  

  

（7） 図  

  

1 0   文 献 の 記 載 方 法 は 、 下 記 の と お り と す る 。 和 文 では 全 角 、 英 文で は 半 角 と す 

る 。  

  

（1）文 献 は 本 文 末 尾 に 一 括 し て 引 用 順 に 記 載 し 、 同 一 箇 所 で 複 数引 用 し た 場 合 

に は 年 代 順 と す る 。  

  

（2）記  載  順  序  は  雑  誌 論  文  で  は  、  引  用  番  号  ） 著  者  （ 全員  と  す  る  ） ：  論文 表 題 、                                                      

掲 載 誌 名 、                                                       掲 載 巻 ：   始 ペ ージ ― 終 ペ ー ジ 、 掲 載 西 暦 年 と する  。   

  

例  

  

１）内 堀 聡 史 、 續 橋 治 、上 里 ち ひ ろ、 高 橋 佑 次 、玉 木 大 之 、小  峯 千 明 、渕 上 真 奈 、

深 津  晶  、小 林  平  、村 上   洋 、  福 本 雅 彦 ： 歯 周 組 織 の 健 常マ  ー カ ー  の  指 標 と な  り  

得 る 細  菌  の 検  索 、 日  本 口 腔  検  査  学 会 誌  、 1 2：            3 – 1 0 、2 0 2 0  

  

  

単  行  本  で  は  、  引  用  番  号  ） 著  者  （ 共  著  者  ） （ 編  著  ） ：  書  名  、  版  数  、出 

版 社 名 、 出 版 社 所 在 都 市 名 、 始 ペ ー ジ ― 終 ペー ジ 、 発 行 西 暦 年 

  と す る 。  

 

例  

  

1 )  田  沼  順  一  、  松  坂  賢  一 （  編  著  ）：  口  腔  が  ん  早  期  発  見  の  た  め  の  口  腔  細 胞 診 

入 門  歯  科  医 院  で  取  り  組  む  Ｌ  Ｂ  Ｃ  、  第 1 版  第 1 刷  、  医  歯  薬  出 版 、東 京、１－

1 1 1 、2 0 2 0  

  

  

分  担  執  筆  の  単  行  本  は  、  引  用  番  号  ） 分  担  執  筆  者  （ 著  分担  ・  編  集  等  の

別   ）：  分  担  執  筆  の  表  題  、  編  者  ま  た  は  監修  者  、  書  名  、  始  ペ  ー  ジ  ―  終  ペ ー 

ジ 、 版 刷 、 発 行 者 、発 行 地 、 発 行 西 暦 年 と す る 。  

  

 

 



 

 

例  

  

1 )  松  坂  賢  一  （  著  分  担  ）：  5  章  歯  の  移  動  に  伴  う  バ  イ  オメ  カ  ニ  ク  ス  

骨 と 歯 槽 骨 の ダ イ ナ ミ ズ ム 、 下 野 正 基 、前 田 健 康 、 溝 口   到 編 集 、8 7 - 9 3 、  第  

1 版  第  1 刷  、  医  歯  薬  出  版  、  東  京  、  2 0 0 6  

  

  

翻 訳 （  分 担 翻 訳 も 含 む ）       の  単 行 本 は 、       引  用 番 号 ）       翻 訳 者 （ 訳 分 担 ・訳 の 

別 ）、  分 担 翻 訳 の 表 題 、 監 訳 者  、書 名 、始 ペ ー ジ ― 終 ペ ー ジ 、版刷  、 発  行  

者 、 発 行 地  、 発  行 西 暦 年 と す る  。  な  お  、  単  訳  者  の  場 合に 

は 分 担翻 訳 の 表 題 は 必 要 な い 。  

  

例  

  

1 )  松  坂  賢  一  、  井  上 孝  （  訳  分  担  ）：  第  8  章  成  熟  歯  槽  骨を  有  す  る  適  切  な 骨 へ 

の 遅 延 埋 入 、 瀬 戸 睆 一 、 佐 藤 淳一 監 訳 、 イ ン プ ラ ン ト 歯 学 の実  際     診  断 、 外  

科  、 補 綴 、  技  工 の 審  美  と 機  能 の ハ  ー  モ ニ ー  、 8 7 - 1         2 7 、  第  1 版  第  1 刷 、 

ク  イ  ン  テ  ッ  セ  ン  ス  出  版  、  東  京  、  2 0 0 6  

  

  

1 1 写  真  は  原  則  と  し  て  、  モ  ノ  ク  ロ  の  印  刷  で  、  サ  イ ズ  は  手  札  判  程 度と し 、 

挿 入 箇 所 を 本 文 右 横 に 朱 書 す る 。  

  

  

  

（ 著 作 権 ）  

 第  9  条 本  誌  掲  載  の  著  作  物  の  著  作  権  の  譲  渡  に  あ  た  っ て  、  承  諾  書  に  著者 全 員  の  

自  署  ま  た  は  権  限  を  委  任  さ  れ  た  代  表  者  の  自  署  の  う  え 、  PDF 等  に  て  投  稿  原  稿  と  

と  も  に  e-mail に て 送付 す る 。 本 誌 に掲 載 さ れ た 論 文等  の  著  作  権（ 著  作  財  産  権  

c o p y r i g h t ）は  本  学  会  に  帰  属  す  る  。  掲  載  後は 本 学 会 の 承 諾 な し に他 誌 に 掲 載 

す る こ と を 禁 ず る 。 ま た 、 本 学会 が 必 要と 認 め た と き あ る い は 外 部 か ら の 申 

請  が あ っ た とき は 、編 集 委 員 会 で 審 議  し 、 掲 載  な ら び に 版 権 使 用を 認 め る こ と が 

あ  る 。  
  

  

  

（ 複 写 権 ）  

  

第 1 0 条  本  誌  掲  載  の  著  作  物  の  複  写  権  、  公  衆  送  信  権  は 本  学  会  に  帰  属す る も 

の と す る 。  

  

  

  

（ 掲 載 料 ）  

  

第 1 1 条 論 文 掲 載 に あ た っ て は 、 掲 載 料 を 徴 収 す る 。掲 載 料 は 別 

途 定 め る 。  

  



  

  

（ 校 正 ）  

  

第 1 2 条  著  者  校  正  は  原  則  と  し  て  初  校  の  み  と  し  、  そ  の 際  に  は  字  句  の著 し い 

変  更  、 追  加  、 削 除  等  は 認 め  な  い  。 校  正  刷 は  所  定  の  日 ま  で  に  必ず 返 却 の こ と 。  

  

  

  

（ 別 刷 ）  

  

第 1 3 条 別 刷 り は 印 刷 せ ず 、 ホ ー ム ペ ー ジ の P D F か ら必 要 な 箇 所 をダ ウ ン ロ ー ド 

す る こ と と す る 。 

  

  

  

（ そ の 他 ）  

  

第 1 4 条 こ の 規 程 に な い 事 項 は 、 別 に 編 集 委 員 会 で決 定 す る 。  

  

  

  

（ 原 稿 等 の 送 付 先 ）  

  

第 1 5 条  原  稿  お よ  び  著  作  権 譲 渡  契  約 書  の 送 付  は  e - m a i l  に  て  添 付  フ  ァイ ル と 

し て 行 う 。  

  

e - m a i l 送 付 あ て 先 ：jsedp@onebridge.co.jp  

  

フ ァ イ ル の 総 容 量 3 M を 超 え な い よ う に 送 信 す る 。  

  

  

  

（  補  則 ）  

  

第  1 6 条 本 規 程 を 改 正 す る 場 合 に は 、 理 事 会 の 承 認を 経 な け れ ば なら な い 。  
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